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10
月
は
全
国
不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間
で
す
。

不
正
軽
油
は
、
刑
罰
を
と
も
な
う
重
大
な
犯
罪
で
す
。

不
正
軽
油
の
製
造
、
販
売
、
使
用
は
も
ち
ろ
ん
、
不
正
軽

油
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
材
料
を
提
供
・
運

搬
し
た
人
、
不
正
軽
油
を
製
造
す
る
場
所
を
提
供
し
た
人

な
ど
も
重
い
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

不
審
な
業
者
や
施
設
な
ど
の
、
不
正
軽
油
に
関
す
る
情

報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

石
川
県
不
正
軽
油
撲
滅
対
策
協
議
会

全
国
不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間

不
正
軽
油
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
・
情
報
提
供

０
１
２
０
‐
７
９
７
６
２
３（

な
く
な
ろ
ー
ふ
せ
い
）

Keiyu110@
pref.ishikaw

a.lg.jp

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、「
事
業
用
貨
物
自
動
車

の
交
通
事
故
の
発
生
状
況
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

同
冊
子
は
、
警
察
庁
が
公
表
し
た
令
和
2
年
中
の
全
国

交
通
事
故
統
計
デ
ー
タ
か
ら
、
事
業
用
貨
物
自
動
車
（
軽

自
動
車
を
除
く
）
を
対
象
と
し
た
交
通
事
故
の
全
体
傾
向

を
集
計
・
分
析
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
各
社
の
安
全
対
策
・
事
故
防
止

活
動
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

事
業
用
貨
物
自
動
車
の
交
通

事
故
の
発
生
状
況
（
令
和
2

年
デ
ー
タ
）

国
土
交
通
省
で
は
、
日
本
全
国
の
道
路
交
通
の
実
態
を

把
握
し
、
道
路
の
計
画
、
建
設
、
管
理
等
の
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
す
る
た
め
、
5
年
に
1
度
の
一
般
統
計
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
2
年
度
実
施
予
定
が
延
期
さ

れ
、
本
年
度
に
調
査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。つ

き
ま
し
て
は
、
本
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
調
査
票
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

調
査
に
つ
い
て

1
．
調
査
の
実
施
期
間

令
和
3
年
9
月
～
11
月
ま
で

2
．
調
査
の
内
容

�
自
動
車
が
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ
移
動
し
て
い

る
か
を
調
べ
る
「
Ｏ
Ｄ
調
査
」
を
実
施
し

ま
す
。

国
土
交
通
省

全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢

調
査
の
実
施

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

https://jta.or.jp/

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
〉
会
員
の
皆
様
へ
〉
安
全
対
策
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今回の
状況

•	実働率は▲11.0（前回▲23.1）と12.1ポイント改善、実車率は▲10.3（前回▲24.5）と14.2ポイ
ント改善し、前回より輸送効率は改善した。
•	雇用状況（労働力の不足感）は輸送数量の増加を反映し、44.4（前回42.6）と1.8ポイント上昇し、労
働力の不足感は強くなった。採用状況は▲7.6（前回▲1.8）と5.8ポイント低下。

今後の
見通し

•	実働率は▲15.3（今回▲11.0）と4.3ポイント悪化、実車率は▲17.0（今回▲10.3）と6.6ポイン
ト悪化し、輸送効率は悪化する見込みである。
•	採用状況は▲14.5（今回▲7.6）と6.9ポイント低下、雇用状況（労働力の不足感）は57.9（今回
44.4）と13.4ポイント上昇し、労働力の不足感が強くなる見込みである。

実働率
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（ 23.1）

（ 11.0）

（ 15.3）

・	前回より12.1ポイント改善
した。
・	今後は4.3ポイント悪化する
見込み。

実車率
0.8

1.9
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14.2
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47.7
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（ 24.5）

（ 10.3）

（ 17.0）

・	前回より14.2ポイント改善
した。
・	今後は6.6ポイント悪化する
見込み。

採用状況

大幅に増加 やや増加 変わらない やや減少 大幅に減少
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・	前回より5.8ポイント低下し
た。
・	今後は6.9ポイント低下する
見込み。

雇用状況
（労働力の不足感）

不足 やや不足 適当 やや過剰 過剰

8.8
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（42.6）

（44.4）

（57.9）

・	前回より1.8ポイント上昇し
た(不足感が強くなった）。
・	今後は13.4ポイント上昇す
る見込み。

（注4）�雇用状況については、上段は前回（R3.1月～3月期）の状況、中段は今回（R3.4月～6月期）の状況、下段は今後（R3.7月～9月期）の見通しを示し
ているが、前回及び今回は前年同期比ではなく「その期の状況」を、見通しは「前年同期比の見通し」を集計している。

トラック運送業界の景況（速報）～令和3年4月～6月期～

共通の概況❶ ：今回（令和3年4月〜6月期）の状況と今後の見通し
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所定外労働時間

大幅に増加 やや増加 横ばい やや減少 大幅に減少
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0.9

11.0

9.9

13.1

60.8

64.5
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21.3

21.5

4.4

5.4

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回

今回

見通

（ 23.5）

（ 18.1）

（ 16.2）

・	前回より5.4ポイント増加し
た。
・	今後は1.9ポイント増加する
見込み。

貨物の再委託
（下請運送会社への委託割合）

大幅に増加 やや増加 変わらない やや減少 大幅に減少

1.2

1.2

1.2

15.4

11.9

14.5

61.3

67.0

23.353.6

16.8

15.3

7.4

5.2

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回

今回

見通

（ 21.3）

（ 9.4）

（ 10.2）

・	前回より11.9ポイント増加
した。
・	今後も今回とほぼ同様の水準
の見込み。

経常損益

大幅に好転 やや好転 変化なし やや悪化 大幅に悪化

3.2

1.9

1.9

23.6
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19.9

34.7

46.5

34.132.7
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（ 27.9）

（ 19.8）

（ 30.1）

・	前回より8.1ポイント改善し
た。
・	今後は10.3ポイント悪化す
る見込み。

【調査の概要】
平成5年3月より開始、以降3カ月ごとに実施。第114回調査は、令和3年7月1日に、モニタ に

対して調査開始、令和3年7月31日回収分までを集計。

今回の
状況

•	所定外労働時間は▲18.1（前回▲23.5）と5.4ポイント増加、貨物の再委託（下請運送会社への委託
割合）は▲9.4（前回▲21.3）と11.9ポイント増加した。
•経常損益は▲19.8（前回▲27.9）と8.1ポイント改善した。

今後の
見通し

•	所定外労働時間は▲16.2（今回▲18.1）と1.9ポイント増加、貨物の再委託は▲10.2（今回▲9.4）
と今回とほぼ同様の水準の見込みである。
•経常損益は▲30.1（今回▲19.8）と10.3ポイント悪化する見込みである。

共通の概況❷ ：今回（令和3年4月〜6月期）の状況と今後の見通し

特積 般 回答事業者全体
55 593 648

Vol.254    いしかわトラックのひろば9月号

      
















